
（別紙３）

〜 2025年2⽉22⽇

（対象者数） 26名 （回答者数） 21名

〜 2025年2⽉22⽇

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き、⼦どもたちの⽀援をよりよく⾏うために、それ
ぞれの特性に合わせて個別⽀援計画を職員全員で作成して
いく

2 保護者会を開いたが、参加⼈数が少なかったため、より興
味を引けるような内容を職員全員で考え、周知していく

3

学習机、テーブル、おもちゃ棚の配置を検討し、活動ス
ペースを少しでも広げられるようにしていく

普段のミーティングや昼⾷時に気軽にお互いの意⾒を伝え
られる機会をさらに設ける

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
連絡帳アプリで発信していく
連絡帳アプリ内でのマニュアルの確認の仕⽅を伝えられる
ようにする

2 児童クラブとの連携ができるように計画を⽴てる

3 合同イベントを企画し、それぞれの事業所での⼦どもたち
の交流を図る

○事業所名 放課後等デイサービス マザーズ真菅

○保護者評価実施期間 2025年1⽉20⽇

○保護者評価有効回答数

2025年1⽉20⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年3⽉11⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

同⼀法⼈の別事業所との連携があまりない
新たに2⽉から同⼀法⼈の別事業所ができたが、それぞれで
活動していることもあり、合同で取り組んでいることがない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルの存在や職員の研修・訓練等を⾏なっている
ことを知らない保護者の⽅が多い

各種マニュアルが連絡帳アプリ内で確認できることや研修・
訓練を実施したことの周知が⾜りていない

児童クラブ等地域の他の⼦どもたちとの交流が少ない
公園などで他の⼦どもたちと⼀緒に遊ぶことはあるものの機
会は少ない
地域の児童クラブへの働きかけができていない

児童指導員等加配加算や専⾨的⽀援体制加算をとっているこ
ともあり、⼦どもたちに対して適切で充実した⽀援を⾏うこ
とができている

職員全員が共通認識、理解のもと⼦どもたちの⽀援を⾏うこ
とができている

⽇々の⼦どもたちの様⼦を保護者へ伝えることができている

連絡帳アプリ、ブログを通じて⼦どもたちの様⼦や活動内容
を発信している
送迎時に今⽇の学習や活動の様⼦を伝えるように⼼がけてい
る

教室は広くはないが、レイアウトを⼯夫して広く使えるよう
にしている

職員間の関係性が良い

テーブルや学習机の配置を考え、⼦どもたちが⽬的に応じて
学べるようにしている

すぐに話しができる関係性がある

事業所における⾃⼰評価総括表公表


